
岐阜県立下呂温泉病院へようこそ

南飛騨・東濃北部等の約１５００km２の診療圏を支える

地域中核病院です。　地域医療のモデル病院として、

TV番組などでも紹介されました。

現在３名の研修医が活躍しています。



研修の理念

「医療は地域とともにあり」をモットーに、

地域に貢献できる医師の育成を目指しま

す。　病む人の心が分かる医師、そして

高い医療レベルを習得し地域をリードする

医師の育成をめざした研修を行います。

研修の特徴

当院の特徴は地域中核病院・へき地支援病院であることにより、

地域との結びつきが強い病院です。また病床数２０６床を有する

急性期病院でもあり、特殊な治療以外は全て行っています。

研修期間において、地域医療の精神（医師としてのあり方）と

プライマリーケアを中心とした医療技術を同時に学ぶことが

できます。

山森積雄理事長



当　院　の　概　要

所在地：岐阜県下呂市森２２１１　

病床数：２０６床、（急性期病棟１０４床、回復期病棟２６床

　　　　　　地域包括ケア病棟７６床）　　　　　　　

診療科：内科、外科、小児科、産婦人科、整形外科

  脳神経外科、眼科、耳鼻咽喉科、泌尿器科

　　　　　皮膚科、麻酔科、放射線科、リハビリテーション科

　　　　　腎臓内科、歯科口腔外科、病理診断科

常勤医師数：２３名（うち歯科２名、研修医３名含む）

１日当たり平均外来患者数：約３５１名

平成２９年度の手術件数：６１６件

平成２９年度の救急車搬送件数：１２１６件









しかし救急受診患者数はその後減少傾向














